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邑智郡田舎体験交流協議会 

 

①  研修の日時 

平成２６年９月１７日（水）～２０日（土） 

②  研 修 の 感 想  

（研 修 の 全 般 的 な感 想 、各 団 体 での 活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前

後 に おける意 識 の 変 化 ）等 に ついて記 入 してくだ さい。）  

 

広 島 県 の 小 学 生 が 邑 智 郡 を訪 れ農 家 民 泊 を体 験 するプログラムの 補 助 、写 真  

撮 影 、編 集 作 業 を行 いま した。 

４日 間 の 研 修 で一 番 実 感 したの は、役 場 と地 域 の 方 が 一 体 となって小 学 生 を受 け

入 れる体 制 が しっかりできているということです。事 前 説 明 会 の 段 階 で、受 け入 れ農 家

さんの 積 極 的 な姿 勢 と 、“気 持 ち”だ けではな く“ポイントを抑 えておられる”ことに 驚 きま

した。事 業 が 始 ま って４年 目 との ことでしたが 、役 場 の 細 やかなサポートに よって地 域 全

体 での 理 解 が 進 み、参 加 農 家 も増 えてきて いるとの ことです。 

 研 修 ３日 目 に 参 加 農 家 全 戸 を巡 回 して 写 真 撮 影 をした際 に は、ご家 族 の 方 が 小

学 生 を“お客 様 ”として ではなく“家 族 ”として 受 け入 れておられ、小 学 生 も家 に 着 くま

では緊 張 していたの にま るで親 戚 の 家 に 遊 びに 来 たかの ように リラックスをして過 ごして

いま した。ま た（市 町 村 では当 たり前 の ことだ と言 われま したが ）、役 場 担 当 者 と各 農 家

さんが 普 段 からしっかり コミュニケーションをとって人 間 関 係 を築 いて おられるため、信

頼 に 基 づいて柔 軟 な対 応 をとっておられま した。役 場 ＝農 家 の 関 係 が できているため

、農 家 ＝小 学 生 の 関 係 が 築 けているの であって、これは県 では実 施 できないことだ と

実 感 しま した。 

 この 事 業 は、Ｕ・Ｉター ン希 望 者 の 研 修 等 とは違 い、すぐに 定 住 などの 結 果 に 結 びつ

くものではありま せん。しかし、参 加 小 学 生 が この 研 修 での 思 い出 を家 族 に 話 してくれ

ることで広 島 の 人 が 島 根 県 （邑 智 郡 ）を身 近 に 感 じてくれるかもしれま せん、ま た伴 南

小 学 校 と邑 智 郡 との 関 係 は年 々深 いものに なってきていま す。何 より、地 域 外 の 人 を

受 け入 れるという体 験 を役 場 と住 民 が 共 有 することに より、地 域 の 魅 力 や外 への ＰＲの

仕 方 を身 を以 て知 るこ とが できま す。今 回 この研 修 に 参 加 させていただ いたことに より、 

行 政 が 先 導 するだ けではなく地 域 と一 体 とな って悩 み、楽 しみ 、取 り 組 んでいくことの

意 義 を学 ぶことが できま した。 

③ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください

。） 

（注 ）研 修 日 時 ・内 容 等 が わかる資 料 があれば、添 付 してくだ さい 


